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(2)令和7年(2025年3月31日）

日
頃
よ
り
、
地
域
の
皆
様
、
学
校
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様

に
は
、
当
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
世
間
で
は
、
「
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
Ｉ
と
は
、
「
人
工
知
能
全
科
号
巨
言
の
房
の
口
。
の
）
」
の

こ
と
で
、
英
語
の
頭
文
字
を
と
り
「
Ａ
Ｉ
」
と
略
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
的
に
は
「
人
が
実
現
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知

覚
や
知
性
を
人
工
的
に
再
現
す
る
も
の
」
と
い
う
意
味
合

い
で
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
そ
の
Ａ
Ｉ
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
用
が
進
ん
で

お
り
、
人
と
の
対
話
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
登
場
し
、

生
活
に
対
す
る
利
便
性
も
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、

現
在
の
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
に
人
と
同
様
の
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
人
と
の
対
話

を
実
現
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
ヨ
ミ
三
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
」
に

は
、
「
声
の
抑
揚
」
や
「
話
す
ス
ピ
ー
ド
」
、
霞
の
表
情
」
や

「
身
振
り
手
振
り
等
の
ジ
黄
チ
ャ
ー
」
と
い
っ
た
要
素
が
あ

っ
て
こ
そ
の
対
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
時
代
の
進
歩
は
凄

ま
じ
い
で
す
が
、
人
に
し
か
表
現
で
き
な
い
コ
ミ
量
ケ
ー
シ
ョ

ン
カ
を
私
た
ち
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
能
力
を
活

か
し
、
培
っ
て
き
た
人
脈
を
駆
使
し
て
、
今
後
と
も
皆
様
方

と
よ
り
よ
い
関
係
性
を
築
い
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
地
域
の
た
め
に
皆
様
方
の
お
力
添
え
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

,
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長
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令
和
６
年
５
月
妬
日
出
、
栄
和
自

治
会
館
に
て
各
自
治
会
長
、
小
・
中

学
校
関
係
者
等
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
青
少
年
育
成
栄
和
地
区
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算

報
告
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画

案
、
予
算
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
自
治
会
長
、
学
校
の

先
生
方
や
各
々
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
担
当
役
員

の
紹
介
を
行
な
い
、
新
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

青少年 区
ー
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７
月

恵
休
誌
お
楽
し
肝
会

す
い
か
割
叫
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(3)令和7年(2025年3月31日）

胞
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１
年
生
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
痘
禧
き
害
し
た
。

あ
叩
が
髻
２
己
ざ
い
き
し
だ
。
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1月 新春かるた会
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令
和
７
年
２
月
８
日
田
、
小
・
中
学
校
関
係
者
．

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
各
地
区
会
・
行
政
が
集
い
青
少
年
育
成
桜

区
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
。
加
藤
健
人

様
の
「
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
見
え
て
く
る
も
の
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
実
演
で
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス

の
披
露
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
て
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
や
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
の
コ
ミ
量
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
等
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

（
補
導
部

志
塚

芳
紀
）
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令
和
７
年
２
月
加
日
田
、
産
業
文
化
セ
ン
タ

ー
に
て
青
少
年
育
成
推
進
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

記
念
講
演
会
の
後
、
青
少
年
育
成
功
労
の

あ
っ
た
方
、
優
良
青
少
年
、
団
体
の
方
々
へ
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
当
地
区
会
か
ら
は
、
三

浦
真
由
美
さ
ん
が
５
年
表
彰
、
サ
ク
ラ
デ
ィ
ア

自
治
会
長
橋
本
壽
夫
さ
ん
が
刈
年
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
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第
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回

あ
と
が
き

『

栄
和
“
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

い
つ
も
御
協
力
し
て
い
た
だ
き
識
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
御
意
見
や
御
感
想
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

青
少
年
育
成
推
進
大
会
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